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環境経営レポート
活動期間 : 2019年4月～2020年3月

株式会社ケー・シー・エス



会社名称：株式会社　ケー・シー・エス　

　 代表者：代表取締役社長　宗　錦司

　 所在地： 〒662-0934    兵庫県西宮市西宮浜1丁目43番地

（本社、西宮CDC、西宮パックセンター）

〒610-0311    京都府京田辺市草内当ノ木1

〒578-0973    大阪府東大阪市東鴻池町1丁目8番30号

〒569-0857    大阪府高槻市玉川3丁目1番2号

〒675-2113    兵庫県加西市網引町字丸山2001番40

〒701-0304    岡山県都窪郡早島町早島4962番41

             〒277-0872    千葉県柏市柏インター南3-1

環境管理責任者：システム部　部長　　河井　勝

環境管理担当者：システム部　設備・環境グループ　グループ長  山本 靖之

　　　　 高橋 直嗣

（連絡先： 0798-35-9035）    　

事業活動内容：食料品卸売業及び配送業務

　　　・大手コンビニエンスストアの配送センターの運営

　　　・大手食品メーカー生麺の包装・パッキング受託業

事業規模

事業組織 （2020年3月末）
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作成日 ： 2019年12月18日

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用を用意

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営システムを構築し、実施し、管理

・法規制等の要求事項登録簿を承認

・環境目標の設定と環境活動実施計画書を承認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成とチェック

・環境目標･環境活動実施計画書原案の作成と実施計画の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・部・センターにおける環境経営システムの実施の指導

・部、センターにおける環境方針の周知の指導と従業員に対する教育訓練の実施の指導

・部、センターに関連する環境目標及び環境活動計画の実施を指導

・特定された項目の手順書作成の指導及び運用管理の指導

・部、センターの緊急事態への対応の為の手順書作成の指導、テスト･訓練･記録の指導

・部、センターの問題点の発見、是正、予防処置の指導

・部、センターにおける環境経営システムの実施

・部、センターにおける環境方針の周知と従業員に対する教育訓練の実施

・部、センターに関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・部、センターの緊急事態への対応の為の手順書作成、テスト･訓練･記録

・部、センターの問題点の発見、是正、予防処置

・年1回、各部門の環境活動の取り組み状況を監査する

・環境目標の進捗状況を把握し、問題点がある場合は改善活動を行う

・環境法令等の違反の有無を調査し、予防または是正処置の指示を出す

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境推進役職名 役割・責任・権限

西宮パックセンター

環境担当環境担当環境担当

環境管理推進者

エコ推進担当

加西ＣＤＣ 岡山ＣＤＣ

環境経営最高責任者

代表取締役社長

環境管理責任者

システム部 部長

環境事務局長
システム部
グループ長

環境事務局（システム部　設備・環境Ｇ)

内部監査人兼
エコ推進担当

内部監査人兼エコ
推進担当

内部監査人兼エコ
推進担当

環境管理推進者 環境管理推進者

高槻ＣＤＣ

設備・環境G
グループ長代理

設備・環境G担当

設備・環境G担当

環境管理推進者

柏CDC

環境管理推進者 環境管理推進者

西宮ＣＤＣ 京都ＣＤＣ 東大阪ＣＤＣ

環境管理推進者 環境管理推進者

センター長 センター長 センター長 センター長 センター長 センター長センター長 センター長

エコ推進担当

環境担当 環境担当 環境担当 環境担当

エコ推進担当

全従業員

エコ推進担当 エコ推進担当 エコ推進担当 エコ推進担当

環境担当

エコ推進担当

環境経営最高責任者

環境管理責任者兼環境事務局長

環境事務局

環境管理推進者

内部監査人

エコ推進担当

環 境 推 進 体 制 組 織 図



2019年度は室外機への冷水吹きかけや室内機の清掃をした結果、

2017年、2018年と比べると電力使用量は減少傾向。

2019年度　洗浄機が故障し送風運転による容器乾燥を行った結果、

電力使用量が増加。

2019年度　受変電設備更新に伴うコンデンサーの導入を導入した結果、

電力使用量が減少。

室外機への冷水吹きかけや高気温などによる外的要因により、
電気使用量が増加した結果、2017年度と比べるとCO₂排出量は増加傾向。

2019年度　洗浄機が故障し送風運転による容器乾燥を行った結果、
電力使用量が増加。

2019年度よりキャパ対策の為、定温エリアの一部を低温化した結果、
電力使用量が増加。

2018年度に結露防止用送風機の運転制御を行った結果、省エネに
成功し、二酸化炭素排出量が減少。

2019年度は室外機への冷水ふきつけ、室内機清掃の清掃により
2017年、2018年と比べると2017年、エネルギー使用量は減少傾向。

2019年度は室外機への冷水ふきつけをした結果、

水使用量が増加。

2019年度洗浄機故障による機械稼働時間が減少した為、

水使用量が減少。

2016年度に洗車機を節水型に切り替えたため、2017年度以降の

水使用量が減少。

2017年に給水管破損の補修を行ったため、次年度以降減少。
2018年、2019年度の水使用量は変動なし

2019年度は室外機への冷水ふきつけをした結果、
水使用量が増加。

2019年度低温エリア温度維持の為、室外機への散水を実施した為
水使用量が増加。

2017年度と比べ2018年、2019年度は洗浄機のだんまり停止
が減少に水使用量が減少傾向

室外機への冷水吹き付けにより水使用量が増加したが、
節水型洗車機の導入、洗浄ライン定期巡回の強化により、
全社的には節水に成功している。

2018年、2019年度の集中豪雨及び台風時に発生した

未出荷製品の廃棄を実施した為、例年の数倍廃棄量が増加。

洗車機使用回数が減少し、汚泥の廃棄量が減少傾向。

産業廃棄物を計画的に排出しているため、廃棄量が

減少傾向。

2019年度は2018年度の産廃を排出した為、増加した。

洗車機使用回数が減少し、汚泥の廃棄量が減少傾向。

2018年度7月の西日本集中豪雨時に発生した未出荷製品の
廃棄を行ったため、産業廃棄物量が増加。

2019年度の台風時に発生した未出荷製品の廃棄を
実施したため、例年の数倍廃棄量が増加。

2018年、2019年は、集中豪雨や台風で発生した廃棄物により
例年より大幅に増加している。

岡山

柏
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3年間推移に対するコメント
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過 去 3 年 間 の 環 境 負 荷 推

2017年 2018年 2019年

西宮事業所 640 614 567

京都CDC 340 328 341

東大阪CDC 309 313 301

高槻CDC 226 238 233

加西CDC 303 288 311

岡山CDC 303 304 314

柏CDC 649 605 560

全社合計 2,769 2,690 2,626
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西宮事業所 8,201 8,446 8,803
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高槻CDC 5,929 5,135 5,183

加西CDC 5,327 5,633 6,057

岡山CDC 3,822 4,251 4,977

柏CDC 9,723 8,021 8,340

全社合計 42,675 41,113 40,712
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西宮事業所 24 115 54

京都CDC 12 12 8

東大阪CDC 10 7 15

高槻CDC 8 9 9
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岡山CDC 4 13 6

柏CDC 19 16 42

全社合計 97 193 149
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　1.自主的、積極的に環境への取組を進め、地域社会やお客様から信頼される企業となる
　　ため、自己変革に挑戦し続けます。
　2.重点テーマとして具体的に次のことに取り組みます。
　(1)CO2排出量の削減に取り組みます。
　(2)省資源、省エネルギー、廃棄物削減の推進に取り組みます。
　(3)事務用品等のグリーン購入の推進に取り組みます。
　(4)化学物質を適正に管理し、使用量の削減に取り組みます。
　(5)物流サービスにおいて環境に配慮した活動に取り組みます。
　(6)環境に関する従業員の教育の推進に取り組みます。
　(7)事業所周辺の清掃活動の推進に取り組みます。
　　上記について環境目標・活動計画を定め、達成に向けて努力します。
　3.環境に関する法規等及びその他要求事項等を遵守します。

作成日
改定日

株式会社ケー･シー･エス
代表取締役社長

企業理念 食品の仕入れ、加工、販売とロジスティクスを通じ、人々の快適な食生活の
実現に挑戦し続けます。

経営理念 ・社会から信頼される企業を目指す。
・組織・個人の活力と能力を高める企業を目指す。
・顧客重視の高品質企業を目指す。

行動指針 ・私たちは、永続的に存続するために、現状を直視し、変革に挑戦し続けます。
・私たちは、すべての人たちからの信頼を得るために、コンプライアンスを遵守します。
・私たちは、より良い環境を創造するために、積極的にエコ活動を推進します。

2019年6月15日

基本理念

基本方針

環境経営方針

　4.株式会社ケー･シー･エスの環境の取り組みについては、環境報告書やホームページ等を通

じて広く情報を開示します。

　　私たちは、企業活動を通じて、限りある地球資源の恩恵を享受する一員であることを

真摯に受け止め、地域社会と自然との共生を図り、環境負荷を低減させる取組を積極的に

進めることによって、持続可能な社会の発展に貢献します。

2007年1月12日

環 境 経 営 方 針
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目標基準年度は2017年実績となります。

2018年度 2020年度

実績 目標 実績 目標

2,769,363 2,689,805 2,713,976 2,625,889 2,686,282

100% 97% 98% 95% 97%

4,668,889 4,552,608 4,575,511      4,444,269      4,528,822      

100% 98% 98% 95% 97%

2,389,236 2,332,095 2,341,451 2,282,247 2,317,559

100% 98% 98% 96% 97%

101,773 94,273 99,738        97,860        98,720        

100% 93% 98% 96% 97%

229,565 212,954 224,974 220,860 222,678

100% 93% 98% 96% 97%

22,160 21,474 21,717 17,557 21495

100% 97% 98% 79% 97%

137,614 133,229 134,861 108,927 133,485

100% 97% 98% 79% 97%

5,577 4,965 5466 5972 5410

100% 89% 98% 107% 97%

12,949 11,527 12,690 13,854 12,560

100% 89% 98% 107% 97%

42,675 41,113 41,822 40,712 41,395

100% 96% 98% 95% 97%

192,761 192,761 188,906 148,729 186,978

100% 100% 98% 77% 97%

73,641 73,641 72,168 81,016 71,432

100% 100% 98% 110% 97%

119,120 119,120 116,738 67,713 115,546

100% 100% 98% 57% 97%

2,192,258 2,050,593 2,236,103 1,953,886 2,258,026

100% 94% 102% 89% 103%

140 169 137 169 136

100% 121% 98% 121% 97%

実施結果
2019年度

○

―

○

化学物質使用量（ℓ）

LPガス使用量（㎥）

産業廃棄物の削減

基準年度実績

(2017年度)

二酸化炭素排出係数（2017年度基準）

□電気

関西電力：0.496kg-CO²、中国電力：0.700kg-CO²、東京電力：0.491kg-CO²

□ガス

大阪ガス：2.29㎏-CO²　京葉ガス：2.19㎏-CO²　LPガス：6.21㎏-CO²

□その他

ガソリン  ：2.32㎏-CO²

廃棄物排出量の基準年度は、2018年度の豪雨災害に伴い廃棄物量が増加したため、2018年度基準に変更しております。

ガソリンのCO₂排出量（kg-CO₂）

基準年度実績比

基準年度実績比

基準年度実績比

電力使用量(kWh)

基準年度実績比

LPガスのCO₂排出量（kg-CO₂）

都市ガスのCO₂排出量（kg-CO₂）

基準年度比

一般廃棄物の削減

水使用量の削減（㎥）

基準年度比

基準年度実績比

廃棄物排出量（ｋｇ）

リサイクル量（kg）

年度

項目

基準年度実績比

基準年度実績比

電力のCO₂排出量（kg-CO₂）

基準年度比

基準年度比

ガソリン使用量（L）

二酸化炭素排出量削減（kg-CO₂）

2019年度

基準年度実績比

構内でのアイドリングストップ

物流サービスに環境配慮

効率的なダイヤグラムの作成

基準年度実績比

都市ガス使用量（㎥）

基準年度実績比

ハイブリッド講習会の定期的な実施

基準年度実績比

2 0 1 9 年 度 環 境 目 標 及 び そ の 実 績
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赤字の環境項目はエコアクション21必須項目
○2019年度原単位実績の振り返り（2019年度売上高：812億円）

実績 実績 目標 実績 2020年
3,457.38 3,264.43 3,388.23 3,235.82 3,353.66

100% 95% 98% 94% 97%

5,828.83 5,525.19 5,712.25 5,476.56 5,653.96

100% 96% 98% 94% 97%

117.69 114.41 115.34 120.59 114.16

100% 92% 98% 102% 97%

27.67 26.06 27.11 21.64 26.84

100% 95% 98% 78% 97%

53.28 49.90 52.21 50.17 51.68

100% 95% 98% 94% 97%

91.94 89.37 90.10 99.83 89.18

100% 132% 98% 109% 97%

148.71 144.57 145.74 83.44 144.25

100% 278% 98% 56% 97%

2018年度実績：青字⇒目標達成

　　　　　　　 　　 赤字⇒目標未達

○19年度実績比較

CO2排出量の削減 ○ ○

電力使用量の削減 ○ ○

× ○

○ ○

○ ○

× ×

× ×

2019年度原単位実績

原単位

目標値

達成状況

総量

目標値

達成状況

対目標比較

原単位実績⇒目標より4%減少

総量実績   ⇒目標より3％減少

原単位実績⇒目標より4％減少

総量実績　 ⇒目標より3％減少

基準年度実績

(2017年度)

原単位実績

（2018年）
原単位目標

産業廃棄物排出量（kg/億円）

基準年度実績比

環境項目
二酸化炭素排出量（kg/億円）

基準年度実績比

電気使用量（kw/億円）

基準年度実績比

都市ガス使用量（ｍ³/億円）

基準年度実績比

ＬＰＧ使用量の削減

用水使用量の削減

原単位実績⇒目標より４％増加

総量実績　 ⇒目標より２％減少

原単位実績⇒目標より20％減少

総量実績　 ⇒目標より19％減少

原単位実績⇒目標より2％減少

総量実績　 ⇒目標より2％減少

原単位実績⇒目標より48％増加

総量実績　 ⇒目標より50％増加
一般廃棄物の削減

原単位実績⇒目標より86％増加

総量実績　 ⇒目標より89％増加

都市ガス使用量の削減

基準年度実績比

LPガス使用量（ｍ³/億円）

水使用量（ｍ³/億円）

一般廃棄物排出量（kg/億円）

基準年度実績比

基準年度実績比

目標項目

産業廃棄物の削減

2 0 1 ９ 年 度 原 単 位 実 績 と 目 標
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エコ検定 エネルギー勉強会

エネルギー知識向上のためにエネルギー勉強会を実施しています。毎年増員を目標にしております。

原単位集計、監視

毎日の原単位を集計及び監視しております。

近隣の定期清掃

構内を定期的に清掃しています。

一部CDCの空調機を省エネ型の最新機に更新しました。

洗車機節水型化

洗車機を節水タイプに更新しました。

紙パックリサイクルキャンペーン

紙パックリサイクルを年2回全社で取り組んでいます。

省エネ型の最新空調機へ更新

全社照明LED化

照明を全てLED化しました。

2 0 1 8 年 の K C S の 環 境 取 組
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【達成状況】○できた　△あまりできなかった　×全くできなかった

19年度の取組計画 達成状況 次年度 責任部門 評価（結果と次年度の取組内容）

電力の二酸化炭素排出量削減

数値目標 ○ 照明LED化や節電活動、冷凍機洗浄の省エネ効果が出た。

LED照明の導入 ○ 継続 設備G 取組を継続する

冷凍機アルミフィン薬品洗浄 × 変更 設備G 2019年度は予算都合上未実施。2020年度以降検討

サーバー室の設定温度（22℃～23℃）を管理 ○ 継続 システム部 取組を継続する

全社でNo残業Dayを推進する ○ 継続 本社 取組を継続する

冷凍機にデマンド制御機器を付ける × 継続 設備G 2019年度は予算都合上未実施。2020年度に実施予定

使用してない照明の消灯 ○ 継続 全社 取り組みを継続する

空調温度の適温化（冷房26℃　暖房20℃） △ 継続 全社
食堂、更衣室等で空調温度を設定以上のケースあり⇒定期巡回の取組を

強化、温度設定をロック

月次・日次の原単位管理による把握 ○ 継続 CDC 取組を継続する。

ガスの二酸化炭素排出量削減

都市ガス数値目標 ○ 蒸気漏れの対応が迅速だった。

LPガス数値目標 ○ 蒸気漏れの対応が迅速だった。

洗浄機の温度設定調整 △ 継続 CDC センターの設定温度調整日を統一させる。

洗浄ライン空運転防止のため定期巡回 ○ 継続 CDC 取組を継続する。

ガス使用量の把握、集計 ○ 継続 設備G 取組を継続する。

月次・日次の原単位管理による把握 ○ 継続 CDC 取組を継続する。

ガソリンの二酸化炭素排出量削減

数値目標 ○

社用車運転時はエコ運転をこころがける ○ 継続 全社 取組を継続する。

社用車はNAVI設定し、最短距離で移動する ○ 継続 全社 取組を継続する

一般廃棄物の削減

数値目標 × 自然災害で発生した廃棄物があったため（（廃棄量：約18,250㎏）

ゴミ分別を進めるため素材別ゴミボックスの設置 ○ 継続 CDC 取組を継続する

環境会議を開催し、ごみの分別意識を高める ○ 継続 事務局 取組を継続する

産業廃棄物の削減

数値目標 ×

ゴミ分別を進めるため素材別ゴミボックスの設置 ○ 継続 CDC 取組を継続する

環境会議を開催し、ごみの分別意識を高める ○ 継続 事務局 取組を継続する

ごみ排出量の見える化を進め、情報共有する ○ 継続 事務局 取組を継続する

紙ごみ分別によるリサイクル率の向上 ○ 継続 事務局 取組を継続する

水使用量の削減

数値目標 ○ 洗車機の節水タイプ化、洗車台数の減少が影響している。

月次・日次の原単位管理による把握 ○ 継続 CDC 取組を継続する

漏水チェックや洗浄ライン空運転防止のための巡回 ○ 継続 CDC 取組を継続する

節水タイプ洗車機の導入 ○ 継続 設備G 全センターに節水モデルの洗車機導入

紙使用量の削減

数値目標 ○ 昨年よりゴミ分別の効果が出ている。

文書の電子化の推進 ○ 新規 業務部 取組を継続する

余分な紙資料印刷を各自控える ○ 継続 全社 取組を継続する

グリーン商品購入を推進

数値目標 × 使用量実績目標未達

グリーン商品のチェックを上長が実施 ○ 継続 全社 取組を継続する

環境教育の充実

エコピープルの増加（5名） × 継続 事務局 昨年は合格者なし

リサイクル施設の見学会 ○ 継続 事務局 取組を継続する

物流サービスへの環境配慮

効率的なダイヤグラムの作成 ○ 継続 運営部 取組を継続する

ハイブリッド講習会の定期的な実施 ○ 継続 運営部 取組を継続する

構内でのアイドリングストップ ○ 継続 運営部 取組を継続する

事業所周辺の清掃活動の推進その他

センターの外周清掃活動 ○ 継続 全社 取組を継続する

紙パックリサイクルキャンペーン実施 ○ 継続 事務局 取組を継続する

化学物質の適正管理

SDSシートの保管と排出量の把握 ○ 継続 事務局 取組を継続する

公共交通機関をなるべく使用していたため。

自然災害で発生した廃棄物があったため（廃棄量：11,280㎏）

シュリンクフィルムの廃棄量が増えたため

環 境 経 営 活 動 計 画 及 び 取 組 結 果 と そ の 評 価 、 次 年 度 の 取 組
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（1）　当社に適用される法規制等は次の通り、毎年遵守し評価を行っております

評価日：2020年6月1日

評価

下水道法 特定施設の届出（新設、変更、廃止） 自動式車輌洗浄施設

　第12条の3,4,6,7,8,12 排出基準の遵守 PH:5～9.BOD&SS:600mg/ｌ：Ｎヘキ鉱油類含有5mg/l 有害物質
西宮市のみ報告書提出義務あり

水質汚濁防止法　　　　 特定施設の届出（新設、変更、) 自動式車輌洗浄施設
　第5条第1項
水質汚濁防止法施行令 （別表第一71）
　第1条
早島町公共下水道条例 除害施設届出(新設・変更・廃止) 洗車機油水分離槽の新設・変更・廃止の届出

　第12条
下水道法施行規制 特定施設届出(新設・変更・廃止)

　第9条、第10条

水道法 10㎥以上の貯水槽 (簡易専用水道 貯水槽の清掃は、1年以内事に1回定期に行うこと。

　第34条の2 に該当) 検査は1年以内ごとに1回とする。
水道法施行規則

　第55条、第56条
騒音規制法 特定施設届出（新設、変更、廃止) 特定施設(原動機の定格出力が7.5kw以上の圧縮機・送風機）該当は西宮、高槻。

　第9条、第10条 高槻市準工業区域　6:00～8:00 18:00～21:00=60dB 　8:00～18:00=65dB　
　21：00～6：00=55dB
西宮市第4種区域　6:00～8:00 　8:00～18:00　18:00～22:00=70dB
22:00～6:00=60dB

届出施設の設置 冷凍機 7.5ｋｗ以上
高槻市のみ

特定工場の設置の届出 冷凍機 7.5ｋｗ以上
→指定施設届出（新設、変更、廃止) 騒音規制法の特定施設の届出で流用可能のため、別途届出不要

第1種特定製品の管理者義務 ・7.5kw以上の定格出力冷凍機
　第2条 （西宮、高槻）は1年に1回の定期点検
　第16条1項 ・7.5kw以下の定格出力の空調機・冷凍機は
　第86条 3か月に1回の簡易点検

・第一種特定製品の簡易点検の記録と保存

特定施設の届出（新設、変更) 特定施設　(原動機の定格出力が7.5kw以上の圧縮機）　
西宮 騒音基準 6:00～22:00⇒70db 22:00～6:00⇒60db

振動基準 8:00～19:00⇒60ｄｂ 19:00～8:00⇒60ｄｂ
京都

振動基準 8:00～19:00⇒65db 19:00～8:00⇒60db
東大阪

振動基準 6:00～21:00⇒65db　21:00～6:00⇒60db
高槻

振動基準 6:00～21:00⇒65db 21:00～6:00⇒60db
加西 騒音基準 6:00～22:00⇒70db 22:00～6:00⇒60db

振動基準 8:00～19:00⇒65db　19:00～8:00⇒60db
岡山 騒音基準

振動基準 7:00～20:00⇒60db 20:00～7:00⇒55db
柏 騒音基準

振動基準 8:00～19:00⇒70db 19:00～8:00⇒65db

特定施設の届出（新設、変更) 原動機定格出力が7.5kw以上の圧縮機

特定施設の届出（新設、変更) 原動機定格出力が7.5kw以上の圧縮機

産業廃棄物処理基準の遵守 事業活動に伴って廃棄物を自らの責任において適正に処理する。

管理票（マニフェスト）の運用

管理票の交付状況報告

委託契約書と許可証の写しの保存

保管基準の遵守 保管基準（60X60㎝以上の掲示板、ねずみの生息、蚊、蝿の発生防止等）

特定の人が出入りする建物で収容人員50人以上　延べ床面積500㎡
以上の建物

非特定防火対象物のため、3年に1回報告

機器点検は6か月に1回、総合点検は1年に1回
指定可燃物貯蔵又は取扱（新規・変 条例で定める数量以上の指定可燃物を貯蔵し取扱う場合は市町村条例
更・廃止）届出 の定める基準に従わなければならない（西宮パックセンター該当）。

ダンボール1,000kg 合成樹脂類(その他のもの)3,000kg

市町村火災予防条例で定める火気を使用する設備又は、使用に際し設置
しようとする者はあらかじめその旨を消防署長に届けなければならない。
使用開始の７日前までに消防長又は消防署長に届出

排出量等の把握 第1種指定化学物質取扱業者は、その使用量を把握しなければならない

エネルギーの管理･使用量の届出 企業全体の年間のエネルギー使用量(重油換算値)が合計して1,500kl以
特定事業者の指定届出 上であれば、そのエネルギー使用量を企業単位で国へ届け出て、特定事
定期報告書・中長期計画の提出 業者の指定を受けなければならない。（現在該当せず）
エネルギー管理統括者、エネルギー エネルギー管理統括者・エネルギー管理企画推進者をそれぞれ1名選任
管理企画推進者の選任 し企業全体としてのエネルギー管理体制を推進する事が義務付けされる。

環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの違反等の指摘はありません。
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化学物質排出把握管理促進法 A

エネルギーの使用の合理化に関する法律

（第2種エネルギー管理指定工場）第7条

消防設備の定期点検・報告 Ａ

西宮市火災予防条例（第45条の2、46条、48条）

京田辺市火災予防条例（第43条、44条）

東大阪市火災予防条例（第65条、66条）

高槻市火災予防条例（第43条、44条）

北はりま消防組合火災予防条例（第43条、44条）

倉敷市火災予防条例（第58条、59条）

柏市火災予防条例（第43条、44条）

包装用ダンボール

合成樹脂類
Ａ

ボイラー

火気を使用する設備等（ボイラー）の設置

の届出

Ａ
防火対象物の使用開始の届出

委託契約書、委託業者許可証の写しを保存し、契約変更した場合も5年間保存する。

建築物等

防火管理者の選任・届出 Ａ

消火訓練、避難訓練の実施 事前通報不要、1年に1回以上定期的に実施 Ａ

フロン排出抑制法

冷凍機

空調機

空気圧縮機

Ａ

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（廃棄物処理法）第12条、12条の3

産業廃棄物

（金属くず、ガラスく

ず、廃プラスチック類、

廃油、汚泥、動植物

性残渣）

Ａ

騒音基準

騒音基準

冷凍機

Ａ

下水道法の特定施設の届出の中に汚水処理の方法として含まれているので届出不要

5年間保管義務。B2票・D票は90日以内、E票は180日以内に戻らない場合は都道府県

への報告義務。

産業廃棄物を排出した拠点を管轄する都道府県(保健所政令市)に提出する。

受水槽 Ａ

冷凍機

Ａ

空気圧縮機 A

評価B：法規遵守されているが、やや問題がある（規制値に対して余裕がない）

評価C：法規遵守は不十分である（届出失念、規制値・期限超過）

大阪府生活環境の保全等に関する条例

　第87条1項
Ａ

Ａ

洗車機

Ａ

水質測定結果報告書・スラッジ処分報告書

Ａ

油水分離槽

A

A

Ａ

評　価　基　準

法規 対象設備 法規制等要求事項 主な内容及び要点

評価A：法規遵守されており、問題はない（規制値に対して余裕がある）

騒音基準 6:00～8:00⇒60db 8:00～18:00⇒65db

18:00～21:00⇒60db 21:00～6:00⇒55db

5:00～7:00⇒50db 7:00～20:00⇒60db

20:00～22:00⇒50db 22:00～5:00⇒45db

6:00～8:00⇒65db 8:00～19:00⇒70db

19:00～22:00⇒65db 22:00～6:00⇒60db

騒音・振動規制法

　第6条、8条

冷凍機・空気圧縮機

6:00～8:00⇒60db　8:00～18:00⇒70db

18:00～22:00⇒60db 22:00～6:00⇒55db

6:00～8:00⇒60db 8:00～18:00⇒65db

18:00～21:00⇒60db 21:00～6:00⇒55db

高槻市公害の防止及び環境の保全に関する条例
　第11条1項、第29条1項

消防法　第8条
規則　第4条
規則　第3条
規則　第51条の8第4項

消防法第17条の3の3　消防庁告示第9号

京都府環境を守り育てる条例

　第39条 第40条

柏市環境保全条例

　第46条、台49条

環 境 関 連 法 規 等 の 違 反 、 訴 訟 等 の 有 無



方針 取組項目 活動計画の具体的施策 責任部門 方針 取組項目 活動計画の具体的施策 責任部門

CO₂排出量の削減に取り組

みます
使用してない照明の消灯 ゴミ種類別BOXの設置

空調温度の適正化（夏季：26℃、冬季:20℃） 紙ごみ分別によるリサイクル率の向上

クールビズ、ウォームビズの推進 総務・人事G 事務所内ゴミ箱の設置数減少

冷却設備のデマンドコントロール機器導入を検討 一般ゴミ分別による一般ゴミ排出量の低減

冷凍機の洗浄 ごみ排出量の見える化を進め、情報共有する 設備・環境G

毎月の使用量を集計、分析 廃棄麺の重量集計 パックセンター

庫内温度のチェック SDSシートの保管と排出量把握 品質管理G

月次・日次の原単位管理 防虫・防鼠の化学薬品使用量集計

ガス使用量の削減（㎥）
毎月の使用量を集計、分析 化学薬品の適正管理

洗浄機の温度設定調整

再生剤の定期投入

洗浄ライン空運転、蒸気漏れチェックのための
定期巡回 エコピープルをCDCに1人以上つかせる 全社

月次・日次の原単位管理

ガソリン使用量の削減（L)
社用車運転時はエコ運転をこころがける

社用車はNAVI設定し、最短距離で移動する 環境会議の開催

省資源の削減の推進に

取り組みます

水使用量の削減（㎥）
使用量を集計、分析を集計、分析 環境評価制度の設定

節水型設備の導入

漏水チェックや洗浄ライン空運転防止のための巡回

月次・日次の原単位管理 紙パックリサイクルキャンペーン参加

余分な紙資料印刷を各自控える（両面印刷）

ペーパーレス化の推進

電力使用量の削減（kWh)

全社

廃棄物削減の推進に

取り組みます

全社

化学物質排出量を把握し

適正に管理します

化学物質の適正管理（kg)

廃棄物排出量の削減（kg)

各CDC

全社

紙使用量の削減

全社 設備・環境G

全社

環境に関する従業員の教育

の推進に取り組みます

環境教育の充実

設備・環境G

事務用品等のグリーン購入

の推進に取り組みます
グリーン商品の購入率を算出

各CDC

環境事務局

各CDC

全社

設備・環境G

環境事務局

外周清掃活動

エネルギー勉強会開催

地域貢献の推進に

取り組みます

地域貢献

グリーン作戦への参加

購入率の増加

2 0 1 9 年 度 環 境 経 営 活 動 計 画
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代表者による全体評価と見直しの結果

評価日

代表者の見直しによる変更点
□変更なし ☑変更あり
□変更なし ☑変更あり
☑変更なし 変更あり

2019年5月30日

代表取締役社長　　宗 錦司

【全体評価】　
新型コロナウィルス感染症により、今までとは異なる生活様式となり
市場環境に大きな変化が起こり、売り上げは大幅に減少した。
その中にあって、設備の安定稼働、品質トラブルの削減、生産性向上に
５Ｓ活動を推進しながら取り組んだ。
諸々本来あるべき姿に近づきつつあり、目標の見直しも行い
今後着実に削減目標を達成することが重要である。

環境経営方針
環境経営目標・計画
実施体制他
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